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■ 何をアセスするのか：3つの視点
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従来の事業のあり方の問題点1-1

CD
CD

CA

1-1-1 プロジェクトマネジメントの「落とし穴」

図1-1　プロジェクトマネジメントの「落とし穴」
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1-1-2 なぜ「落とし穴」に落ちるのか？
1-1

① 「上位目標への道筋」が明確でない：

② 特定のプロジェクトで個別問題の解決だけに注力：

③ プロジェクトがC/Pに引き継がれない：

④ リスク対応ができていない：

3

CD

1-1-3 技術協力をとらえ直すCDの視点とは？
CD

4

CD

CD

3 JICA（2005）p.20
4 JICA（2006）p.2
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2 5

■  「途上国の課題対処能力が個人、組織、社会などの複数レベルの総体として向上してい
くプロセス（CD）を支援すること」をJICAの技術協力の目的に置く。

■ JICAの役割は、「途上国のCDを側面支援するファシリテーター」である。

1-1-4 CDに基づく援助マネジメント：CAの背景
CD

CA

(1) 国際的議論
CD 1990 2005 100

2008 9

Development 

Assistance Committee: DAC CD

CD Predictability

CA CD

(2) 国内的議論
JICA

PCM

JICA

PDM

CD

5 JICA（2006）p.20
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CD 1

CA

CAの必要性と役割1-2

CA CA

1-2-1 なぜCAが必要なのか
CD

CA CD CD

Counterpart C/P

CA
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1-2-2 CAの定義と役割
CA

キャパシティ・アセスメントとは、「途上国の個人や組織、社会などの複数のレベルの総
体としての課題対処能力（キャパシティ）の現状と変化のプロセス（CD）を様々な視点か
ら診断し、その結果をCD戦略の策定のために関係者間で共有する作業」である。

主要ドナーの一部は、既にCAのフレームワークづくりに取り組んでいる。例えば、
国連開発計画（United Nations Development Programme: UNDP）は、「CA

はCDプロセスの初期段階に位置づけら
れたCD事業の出発点であり、CD戦略
を立案するための情報を収集し分析す
ること」と位置づけており、欧州委員
会（European Commission: EC）は、
「キャパシティを診断することはドナー
がどのようにCDを支援できるかを決め
る前提条件である」としている。
今後、CDの議論がより深まり、広が
っていくに連れ、CAは援助機関にとっ
て不可欠なツールとなっていくことは
まちがいない。
（巻末資料も参照願いたい）

BOX 1-1　他ドナーによるCAのフレームづくりはどこまで進んでいるか

UNDP (2006) Capacity 
Assessment PRACTICE 
NOTE

UNDP (2007) Capacity 
Assessment Methodology 
User’s Guide

BMZ (2007) Guidelines for 
Capacity Development in 
the Education Sector

EC (2005) Institutional 
Assessment and Capacity 
Development
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CAの定義は、援助機関によって考え方や表現の違いはあるものの、「将来の望ま
しいキャパシティレベルと現在のキャパシティのレベルを比較し、そのギャップを

分析すること」という基本姿勢に変わりはない。CAをCDサイクルの１ステップとしてみるか、
CD全体における分析ツールとしてみるかの違いはあるが、CDにおける最初のステップとし
て必ず行うべき作業として位置づけられている。
CDやCAについて多くの研究調査を行っているUNDPやECは、制度・組織レベルのCAを
前提として、以下のようにCAを定義している。

■UNDP
「CAは一貫したCD戦略策定のために必須の基本的作業であり、組織や個人を診断すること
によって、幅広い文脈におけるキャパシティの様々な特徴を構造的に分析するプロセスである」
Capacity Assessment or diagnosis is an essential basis for the formulation of coherent strategies for 
capacity development. This is a structured and analytical process whereby the various dimensions of 
capacity are assessed within a broader systems context, as well as being evaluated for specifi c entities 
and individuals within the system.

UNDP (1998)

「現在のキャパシティを望ましい将来の姿と比較し分析することであり、アセスメントは現
在の能力（capacity assets）と強化すべき能力（needs）を理解し、これをCD戦略の立案
に導くもの 」
A capacity assessment is an analysis of current capacities against desired future capacities, which 
generates an understanding of capacity assets and needs, which in turn leads to the formulation of 
capacity development strategies.

UNDP (2006)

■EC
「制度やキャパシティを診断することは、あらゆる種類の支援を準備し実施する際のコアと
なる要素である。キャパシティを診断することはドナーがどのようにCDを支援できるかを決
める前提条件である」
Aid must also be tailored to existing capacity to ensure effectiveness and to avoid unintended distortions. 
The size, scope and modality of aid infl uence partners’ capacity and prospects for capacity development 
(CD). Assessing institutions and capacity is thus a central element of preparing and implementing any 
kind of support, .......

European Commission (2005)

BOX 1-2　他ドナーのCAの定義
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CA 3

(1)  途上国のキャパシティの現状を診断した結果を途上国と共有し、CDのための戦略づくり
をする。 CD JICA

CD

CD

JICA CD

(2)  CAは、当該国（組織）のキャパシティのベースラインを知るだけではなく、その変化の
プロセスを把握し、CD戦略そのものの変更可能性についても検討する。

CD CD

CD

CD JICA CD

CD

(3)  CAは、CD支援のための途上国とドナーとの対話ツールである。CA

CD

 CD



9

第1章　キャパシティ・アセスメントの必要性

1-2-3 何をアセスし、その結果をどう活用するのか
CA CD

3

CA

CA

CD

CD

JICA

3 2 CD CD

2 CD

CD

1-1

図1-2　キャパシティ・アセスメントの対象
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表1-1　事業サイクルとCAの視点

 CD

CD

CD

CD

CD
CD

CD

CD

  CD

  CD

相手側の認識を高めつつ問題解決を主体的に行わせることを意図した様々なマネ
ジメント活動のことを、経営学者のシャイン（Edgar H. Schein）は“Process 

Consultation”と呼び、組織開発を行う上で大きな役割を果たす方法論だと指摘した。解決
策を提示することだけが支援者の役割や能力ではなく、問題解決のプロセスにおいて相手の持
つ知恵を引き出し、自己洞察させることがより高次のマネジメントであるという考え方である。
相手側に対してコンテンツ（専門的な知識の内容）を移転するだけでなく、どのように活動を
していくかというプロセスについてもアドバイスをする。「何を（What to do）」からどのよ
うに（How to do）」に対する踏み込んだアドバイスを行うのがプロセス・コンサルテーショ
ンである。
プロセス・コンサルテーションで重要なことは、支援者の専門的知識を活用しつつ、相手側
が自身の問題についても認識を深めていく自己診断のプロセスに巻き込んでいく技術や、ニー
ズにあった解決策を相手側自身が見いだせるように援助する技能である。
CAの過程や技術協力専門家などが業務を実施する過程で、C/P側と展開する「プロセス・

マネジメント」の活動を考えるとき、この考え方が参考になる。

参考： E.H. シャイン（2002）

BOX 1-3　プロセス・コンサルテーション


